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生物特性を活用した防除技術ときのこ等微生物利用技術の開発

■  苗木病害防除の高度化、低コスト化に向けて
人工林の半数以上が本格的な利用期に入る中、再

造林の実施に不可欠な種苗の安定供給のニーズはこ
れまで以上に高まっています。特に苗木生産の高度
化、効率化が求められており、コンテナ苗の採用や
造林適地の抽出、エリートツリーの開発等、様々な
取り組みが進んでいます。一方で、苗木病害につい
ては、被害実態や診断技術、農薬情報の更新が必要
な状況でした。

■  苗木病害の被害実態
スギ・ヒノキ・カラマツの育苗現場で被害が確認さ

れた病害について、病害の種類別に内訳をみたとこ
ろ、苗立枯病の被害件数が最も多く、次いでスギ赤
枯病の被害件数も多いことを確認しました （図1）。
重要病害であるカラマツ先枯病菌の分類学的再検
討を実施し、最新の分類体系における学名に更新す
ることで、カラマツ先枯病菌の学名Neofusicoccum 
laricinum の命名規約上の混乱を解決し、適正化しま
した。さらに、スギ植栽地や苗畑で疫病菌 * の1種、
Phytophthora cinnamomi やその他卵菌類によるス
ギ苗の根腐れを確認しました （図2）。

■  苗木病害の早期診断に向けて
カラマツ先枯病について病原菌の種特異的プライ

マーを開発し、迅速な検出を可能にしました。また、
すでに報告のあるいくつかの疫病菌特異的プライ
マーや市販の検出キットを使用することで、罹病し
た植物組織から直接疫病菌を検出できることを確認
しました。

■  苗木病害の防除農薬
苗木病害の防除手法の高度化に向け、苗畑を含む

苗木病害の診断技術と防除法の高度化

樹木病害に使用可能な薬剤を整理しました。苗立枯
病については症状が多様であるため、複数の病原菌
の関与が考えられましたが、農薬としては4種類が
一括して登録されていることが分かりました。ヒノ
キ、ウルシ、カラマツで発生しているPhytophthora 
cinnamomi による根腐れ被害については、民間企業
との共同研究により、特に有効と考えられる既存薬
剤の効果を検証した結果、農薬の施用の3か月後か
ら効果が明瞭となり、本剤が有効であることが明ら
かとなりました （図3）。本成果は樹木疫病に対する
農薬登録拡大に向けたデータ取得に大きく貢献しま
す。
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主 要造林樹種の苗木病害について種類と生態を調査し、重要病害であるカラマツ先枯病 *とその他
いくつかの樹木疫病の遺伝子検出手法を設計するとともに、有効薬剤の情報を整理しました。こ

れらの知見は苗木生産の高度化、低コスト化に貢献します。
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図1　各種苗木病害の割合
2018年から2025年の間に鑑定依頼、現地調査等で
確認した苗木病害（21都道府県）。苗立枯病と赤枯
病で半分以上を占めていました。

図2　 疫病菌による
衰退枯死

 スギ植栽地で発生
したスギ苗の立枯
れ （左：スギ苗枯死
木、右：スギ苗枯死
木の根の状態）。根
や根圏土壌からは
疫病菌をはじめと
する卵菌類が検出
されます。

図3　 ウルシ、ヒノキの疫病に対する既存薬剤の薬
効試験

ⓐ疫病菌汚染土壌に植栽したヒノキ苗 ( 左：対照区、
右：薬剤処理区 )、ⓑ疫病菌混和土壌で育成したウ
ルシ（左：対照区、右：薬剤処理区）。ともに薬剤処
理区の方が健全に生育しています。
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